
小学校家庭科における生命の教材化（第4報）

一授業実践例を通して一

The　Teaching　of　the　Concept　of奴Sex　and　Life”in　Elementary　School　Home

Economics　Class（Part　4）：Examining　and　Evaluating　the　Teaching　Practice

木村輝子　高橋類子　木村節子
Teruko　Kimura　　Ruiko　Takahashi　Setsuko　Kimura

　　Thi・p・per　rep・・t・th・・e・ult・・bt・in・d　th・・ugh　th・teaching・f　the　c。ncept。f・sex　and

Iife’in　elementary　school　home　economics　class．　The　following　are　some　of　the　results：

　　1・Aft・・an　h・u・’・less・n・バmy・e1・ti・n・hip・with・th・・m・mbers・f　th，　f。mily　wh。n　I

was　still　in　my　mother’s　womb”，　the　children　reported　that　they　could　understand　their

relationship　with　their　father　more　clearly．

　　2・Th・ir　rec・gniti・n・f　th・・e1・ti・n・am・ng　th・p・・ent・and　th・・th・，　f。mily　m，mbers

・・nt・ib・t・d　t・the　enhancem・nt・f　th・i・aw・・eness・f　th…1・・and　divi・i・n・。f　f。mily，h。，e，．

　　3・Aft・・an　h・u・’・less・n・n　the　effect・・f　th・f・・d・diff・・ent　in・h・w・bility。n　th，

jawbone　arches　and　dentitions，　the　children　realised　the　importance　of　the　relations　between

th・f・・d・nd　th・i・teeth　f・・h・man・u・viv・1，　th・・eby　p・・P・・ing・ug9・・ti・n・・n　the　c。。king。f

food　to　their　mothers．

　　1．緒　　　言

　生命は、各個人の一つの生命が、親からつながり、更に子へと連続1生をもっているものであり、

生命を大切にしたいという願いは、教科を超えた人類一般のものであろうと考える。小学校家庭科

における性や生命の概念の教育が、家庭科の目標を達成するために有効であると考え、教材化を試

みた。

　第1報Dに述べたごとく、生命概念を規定し家政学が追究しようとしているものが、「家族を中毛、

とした家庭生活の価値を認め、家庭生活を基礎とした人間生活の充実・向上である」を、念頭にお

いて小学校家庭科教育指導内容を構成した。

　性や生命に関する概念の教育・教材化として考えられる指導内容は、まず一般的に解釈されてい

る指導要領の内容を各領域・単元毎に「目標」「知識・理解」「技能」「態度」の4項でおさえ、著者

らが生命の教材化として考えた指導内容を一般的解釈と区別し、12単元・19ケ所を波線枠で示した。

本報ではその中の「住居・家族」と「食物」の2領域、2単元を授業実践例として報告する。

　　2．方　　　法

1　学習指導要領の見直しと単元づくり

　家庭科は、家族の一員として家庭生活の中に営まれている人間関係に目を向け、家族と協力して

これまでの家庭生活のあり方を、見直し続けていけるような単元づくりをすることで、生活を処理
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する能力を身につけることのみをねらうのではなく、子ども達の追求を大切にし、一人ひとりの子

どもにふさわしい教材を選定し、子どもの成長を願った教材を工夫することに留意した。

II　授業実践の方法

　1）対象：新潟大学教育学部附属長岡小学校S57年度5年1組　男児17名　女児19名　計36名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S58年度6年1組上に同じ

　2）　期日二各年度の5月中旬

　3）授業内容：「わたしたちの家庭」…S57年度　　　　「毎日の食事を見直そう」…S58年度

　4）　授業者：木村輝子

　5）教材・資料作り：「わたしたちの家庭」　　　　　　「毎日の食事を見直そう」

　　　　　　　　　　1．保護者からの手紙　　　　　　1．VTR「食事と子どもの健康」

　　　　　　　　　　2．生いたち年表　　　　　　　　2．かみにくさの違う食物

　　　　　　　　　　3．父親の声　　　　　　　　　　3．記入用紙

　　　　　　　　　　4．胎児のようす

　　3．授業実践

　単元「わたしたちの家庭」での実践5年1組

1　学習指導要領の見直しと単元づくり

　現在、小学校の家庭領域は、住居と家族が抱き合わせの扱いである。しかし、目標では「～とと

もに」という並列の表現がなされていることから、衣・食・住などに関する基礎的な知識を習得さ

せることと、家庭生活に対する理解を深めることを並列でねらっていると考えた。本単元では、家

庭の仕事を扱うことになっているが、子どもには今まであたり前に思って見過したり、無意識に接

していた家族をじっくり見つめ、愛情の結びつきや心情をくみとらせることから、自分が今家族の

中でどのような位置に居るのかを自覚させることが大切であると考えた。家族の中の自分は、あた

たかい家族関係の中のひとりであり、明るい家庭生活を築くひとりであることから、自分で分担で

きる仕事の仕方を工夫して、実践しようとする意欲を持つことができるように単元づくりをし、指

導内容を図1に示した。

　（1）単元の目標

　自分と家族のかかわり方に着目させ、家族は家族の成立以来、愛情を中心にして各々協力して、

よりよい家庭生活を営んでいることを理解させ、自分も家族の一員として積極的に分担できる仕事

を見つけ実践できるようにする。

　（2）指導計画

　第1次　わたしの生いたち……2時間

　　○　わたしが生まれてから今までの家族とのかかわり

　　○　わたしがお母さんのおなかの中にいた時の家族とのかかわり……本時

　第2次　家庭の仕事と家族の分担…2時間

　第3次　わたしの仕事………1時間
　1次では家族とのかかわりについて、児童の意識を高めるために次のような構えで指導計画をた

てた。1次1時では「わたしが生まれてから今までの家族とのかかわり」を知る。ここでは母との

かかわりが非常に深いことを知るが、父とのかかわりはほとんどない、父親を登場させるための有

力な手段として、本時では「わたしがお母さんのおなかの中にいた時の家族とのかかわり」をもっ
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てきた。自分の誕生が家族のみんなにどんなに待たれ、喜ばれたかがわかる。また育児のための苦

労を認識させることにより家族の一員であることを自覚させることができる。このことが家族の一

員としてよりよい家庭生活を営もうと追求を連続させていくエネルギーとなり、自分の見方・考え

方・実践的態度の不十分さを見直すことが期待できた。

2　児童の実態を把掘した生命の教材化の工夫

　図2で示した5年1組の児童のS．57年5月20日付の家庭環境調査によると、自分の家族や家庭生

活に満足している者が多い。これは家庭で生活していることがあたり前であって、あえて自分の生

活のあり方を見直す必要感を持っていないということがわかる。「家族の一人と感じることがありま

すか」に対し40％の子ども　　　　　　　　　　　　0　　20　　40　　60　　30　　100零

は・あま憾じないで過し1家庭の、、。．き蠣燃ご：難鱗…鱒……・蹴凍
ていると答えている。また
「家族に吸がられている2燕全。で，舌をす。時間／。㎜盟㎜㎜㎜巨］

か」では・「とても」と答え3家族・一人・感・る・とがあ・・　ある　　とち融・…

ている者は20％で、あとは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヵ、わ、、
特別意識していないで生活　4家族にかわいがられているカ’　　　とても　まあまあ　　齢う　　　　　　が絵工

していた。　　　　　　　　5両親は仲がいいと思うか　　　　　　は　・・　　　　紡宏「藷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ　これらの結果からみる　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿．
と、子どもは父母のしつら6・親・互い1こ助け・・ていると思うか…：…樵七ら；…：…：…：…：…：…概ない @いし’え

えてくれる生活の中でぬく　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年1組（男児17°女児19名）

ぬくと育てられており・責　　　　　　　図2家庭環境意識調査

任ある家庭の仕事を分担し

てやり通している子どもは少なく、家庭のことより勉強という考えの中で依存的に生活しているよ

うに思われた。そこで本時の目標を「自分が母のおなかの中にいた時の両親のようすに着目させ、

両親は自分の誕生を祝福し、期待してくれたことを理解させ、自分と両親はおなかの中にいた時か

ら深いつながりがあったことに気づかせる。」とした。

　本時の展開の中に生命の教材を具体化して実践していくことを計画し、本時の指導案を表1に示

した。

　第1分節は自分が生まれる前の両親のようすに着目して、父親は具体的にどんなことをしてくれ

たのかという問題をとらえ「生いたち年表」を見直し、調べてみたい動きとなると予想した。

　第2分節は母親だけでなく、父親ともおなかの中にいた時から深いつながりがあったことを「両

親から自分宛の手紙で気づくが、友達のお父さんはどんなことをしてくれたのか聞いてみたい動き

になると予想した。

　第3分節は「友達のお父さんヘインタビューした録音」（プリント併用）を聞いて、わかったこと

を自分の生いたち年表につけ加えていく。

3　授業の実際と考察

　（1）　「生いたち年表調べ」

　例1．K子のノートを表2に示した。父や家族が決めた名前は純子、名前の由来は、純粋で素直に

育ってほしいと思って名前をつけた。しかし純子という名前の時に、体が弱かったので名前を変え

た方がいいと言われ名前を変えた。名前をつける名人のつけた名前は圭子、名前の由来は身体健全

で大きな志を持って、豊かな幸福を受け長寿を保つということで名前をつけた。こんなにまでして

私の幸せを考えてくれた家族に恩返しをしなけれがならない。後略。
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表1　本時の指導案

分節視点

L　自分が生ま

　れる前の両親

　のようすに着

　目させ、父親

　は具体的にど

　んなことをし

　てくれたのか

　という問題を

　とらえる。

K子　両親とも

　栄養やくらし

　方に気をつけ

　ていたらしい

　ことに着目

1夫　父親も自

　分のためにし

　ていてくれた

　ことがあるこ

　とに着目

N夫　父親もほ

　んとうに何か

　してくれたの

かどうかに着

　目　（15分）

教師の働きかけと、予想される児童の反応

Tl「◎　みんなが、お母さんのおなかの中にいた時、お父さん

やお母さんは、どんなことをしてくれたのでしょう」について

調べてきたことを発表して下さい。

　　　K子　　　　　　1夫　　　　　　N夫

　お母さんは、　　　お母さんは、

栄養に気をつけ　　大きなお腹だか

たり、お医者さ　　ら、歩く時、こ

んへ行って診察　　ろばきいように

してもらってい　　気をつけていた

たそうです．　　　んたろう。

　お母さんは、

ぽくを産んでく

れたけど、お父

さんは、何もし

ないだろう。

　H夫は、ぼくのお母さんは太っていたから、階段ののぼりお

りには、特に気をつけていたということで1夫を支援してくる

だろう。M子は、丈夫な赤ちゃんを生むために、小魚を食べた

り、牛乳を飲んだりしたという事で、K子に支援してくる。　K

子は・H子のやさしい子ともを生みた・・ので．音楽を聞いたり、

本を読んたりしていたという事を聞き謂操面へもrlをrけて

いくだろう・1夫やN夫は・友だちの具体的な母親のよう並

聞いて・母親とは深いつな勧力・あ・たという考え按定して

くるだろう。S夫の、お父さんも、お母さんを車に乗せてやっ

たという考えと、K夫の重い物を持ってあけたという発言て、

お父さんも、自分がお母さんのお腹の中にいた時、何かしてく

れたんたろうか、自分の生いたち年表を見直し、凋べてみたい

という動きになるだろう。

留　　意　　点

O　生いたち年表は本

単元に入る前に、ひ

　とり調へ（家庭学習）

させておいたもので

ある。

2．母親だけで

　なく父親とも

　おなかの中に

　いた時から、

　‘果し・つなカ≦り

　かあったこと

　への気づき

K子　両親とは

　おなかの中に

　いた時から、

　深い愛情て借

　はれていたこ

　とへの気づき

1夫　自分と父1

　親は、間接的

　に結びついてi

　いたことへの

　気づ’き

N夫　自分は、

　生まれる前か

　ら両親とつな

　がっていたこ

　とへの気づき

（20分）

3，本時学習し

　たことをまと

め、次時への

見通しをヂ寺つ

（10分）

T・みんなのお父さんは・みんながおなカ・の中にい塒、どんな

ことをLてくれたのか、くのしく凋へてみましょう。考えを発

表して下さい，

　お母さんに栄

養ODあるものを

食べなさいとか

苫ったんだろう。

　お父さんは、

どんなことをほ

くにしてくれた

のたろう。

　ほんとうに車

にのぜてやった

りしたのかなあ。

　Kfは・B子のお父さんかレハー嫌いのお母さんに食べなさ

　いといって必配Lていた事を聞き安疋してしまうだろう，i夫

　は、半信半疑で具体的なことを知りたいかわからないし、N夫

　は、おなかの中にできないたろうという事でいきづまってしま

　うだろう。

iT3二れから、みんなのお家の人から、みんなにあてたお手紙をi

　配りますから、わかったことや、みんなにも教えてあげたいこi

　とがあったら、わけも考えて発表して下さい．

　栄養のことだ　　　お父さんは直

けでなく、車に　　接ではないけと’

乗せてやったり、　名前を考えたり

重い物を持たせ　　お守りを買って

ないようにして　　きたりして、と

小さい生命を守　　ても生まれてく

っていてくれた　　るのを待ってい

のです。　　　　　てくれたのです。

　お父さんも、

ぼくが生まれて

くるのが、嬉し

くて、お母さん

にいろんなこと

をしてあげたの

です。

　　K子は、お父きんは、丈夫で大きい赤ちゃんが生まれてほ

iしいから、お母さんに親切にしていたというH夫のわけを受

　け入れ見直していくだろう。1夫は、お父さんも、お母さん

：と同じように、ぼくに期待していてくれた事実に眼を向けて

iいくだろう。N夫は、両親とも喜んでいてくれたという友達

i．．．鰭鷲聞鷺．鯉餓2勲鱒勲櫓三ヒ：≦．樵三巴．i

　　三人共、生まれる前から、両親は、目分の誕生を祝福し、期

　待していたために、目分とは深いつなかりがあったことに気づ

　いていくか、　「友達のお父さんは、地にどんな事をしてくれて

　いたのか聞いてみたい動きになるだろう。

T4お友達のお父さん1…インクヒューした録音を聞いてわかっ

　た事を、今日勉強したことと合わせなから、目分の生いたち年

　表の中に記入していってください。

　具体的なかか

わりの一っひと

つをていねいに

記入していくだ

ろう。

　父親の具体的

な行動に注意を

向けて記入して

いくだろうっ

　かんたんにま

とめて記入する

だけだろう。

T・’廟澗は・家庭卿の1ヒ’春に目を向けて、みんなと家族の

　つなかりを調へていきましメう。

。　母親とのかかわり

を、健康面、生活面、

情操面でわかりやす

　く板書したい。

　母子手帳で定期検

診の記録を提示して

いきたい、

　私生活に入り丁ぎ

たり、多面的な考え

か出ないていきづま

りの状況の時、妊婦

ヘインタビューした

銀音を聞かせる。

〈B案〉

O　本単元に入る前1こ、

各家庭にお願いして

おいた手紙を配布す

　る。

Q　この資料から、父

　親の具体的行動の要

因をさぐ’り出させ、

　お互いの考えのよさ

　を見直させていくか

　かわりをする。

Q　安産のお守りや赤

ちゃんの名前の決め

方の本など必要にょ

って提示する。

。　子ども達の気かっ

かなかった事や、帰

宅して聞いてみたい

ことなと’も録音から

見直させていくかか

わりをする，
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表2　K子の生いたち年表より　　　　　　　　例2．S子のノートには「ポットで

　　　S49　　　　　　S48　　　　　S47　　．　　．　　S聖6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

§6紅2寧卵蒼鱈2・2毛2したセ）して・ずい分ノ」’さい時は心酉己

やけどをしたり、ひじの関節をはず

10　　3　1　　1　18　　12　3　1310　　3　　をかけたようだ。これからはけがや

私弟私家磯家畷私私父私讐私蕪躁℃蔀∵鱗蓼

羅鞭～繭釜纏鰐難箏歓灘霧轟贈錘

騨　る喚）騨難苗る義ていた．
めに　　　　　　行　　　く　る　る　　す　　　　る　　　子どもの生いたち年表に対する考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　察は、親に対して「あれもほしい」

「あそこへも連れて行ってほしい」など、わがままいっぱいであったが、生いたち年表を作成して

いるうちに親孝行しなくてはとか、心配かけないようにしようとか、感謝しなくてはという気持ち

をもち、家族とのかかわりについて関心は高まってきた。父母がふだん忙しくてあまり親子の会話

がなかった子どもたちにとって、ふれあいの機会がもてたようであった。しかし、ここでは母親と

．自分とのかかわりに目を向けている子どもがほとんどで、父親と自分とのかかわりに目を向けた子

どもは少なかった。

　（2）両親から自分宛の手紙

　子どもが、お母さんのおなかの中にいた頃どんなことをしてもらったのか、特に父親とのかかわ

りを知らせてほしいとお願いした両親から、自分宛の手紙を読んでいる情景を写真1に示した。ふ

だん一諸に生活している両親が、我子宛に手紙を書くという機会はあまりないことや、母子家庭も

あるので、授業担当者からお便りや電話などで連絡をとりお願いをした結果、全員の父兄が協力し

てくれた。未熟児で生まれたM子の手紙を図3に示した。誕生時の不安や「死ぬんじゃないよ」と

書かれている手紙を読み、M子はそっと目がしらをおさえていた姿が印象的であった。両親からの

手紙を見たあとのY子のノートには、「私が生まれる前から父や母の心配や、気をつかっていてくれ

たことが多くてびっくりした。父や母がやさしくて落ち着いた子が生まれるように祈っていたのに、

あまり効果がなかったようだ、これからは少しは気をつけたい。」と記されていた。

団ちゃんへ

普通の赤ちゃんより2か月も早く生まれ・しかも1400グラムしかなかっ

た小さな女の子。ママもパパもそれはそれは大変心配しました。病院の先生に

「この子は助からないかもしれ左いから・あきらめてください。」と言われた

時、ママはベッドの中で泣いてしまいました。ところが・日一日と過ぎていく

うちに、先生が看護婦さんにひそひそ話をしているのを閃いてしまったのです

「まだむ母さんに話してはいけないけど・この子はすばらしい生命力をもって

いるので助かるよ」とおっしゃっていたのです。ママは天にも昇る気分で、こ

んどは毎日そっと病院の育児室へあなたを見に行きました。まだ普通の赤ちゃ

んよりはずっと小さいけれど、元気に手足を動かして・保育器の中で泣いてい

ました。　「ガンバレM子、死ぬんじゃないよ1」と・心の中で祈っていまし

た。　（中略）

パパは、M子の名前を決めるのに本を買ってきて、画数を考えたりして名前

をつけました。安産ρむ守りを有名な神社からとりよせてくれました。カルシ

ユウム補給のため、小魚を川へとりにいって食べさせてくれましたc一番心配

してくれたのも喜んでくれたのもパパです。M子はパパが大好きで住格もよぐ

にています。

　　　　　　　　　　　　　　　　ママより

写真1　手紙を読んでいる子ども達　　　　　　　　　　図3　母親からM子にあてた手紙
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　この時点で、子どもからどうしてお母さんが栄養をとると、おなかの中の赤ちゃんが大きくなる

のかという疑問がでてきたので、副教材として用意していた図4のTPシー一トを提示した。模式図

的に示してはあるが子どもに・偏光板を廻して動きを通して、母と子の結びつきを「ヘソの緒」で

とらえさせることができた。

　（3）友達のお父さんへ、インタビューした録音を聞く

　自分と父親とのかかわりは自分宛の手紙である程度は理解したが、友達のお父さんはどんなこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「む父さんは・蟄母さんの澄なかの中に赤ちゃんができたと知らされた時、ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んな気持ちでしたか。また、於母さんに対して・どんなことをしてやり費し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たか。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aさん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「赤ちゃんができたとわかった時は、とにかくうれしかったですね．『‡“れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も、とうとうむやじになるんだ』と、バンザイをしたいような気持ちでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも・生蚕れてくるまで、いろいろ心配なことがあり寮したよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やっぱり一番心配したのは、食べ物のことですね。初めのころは、つわり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でむかむかすると言って、ほとんど食べないものですからほんとに閑り嘘し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。食べなければ於なかの赤ん坊に栄養がいかなくて・大きぐて丈夫左赤ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坊が生まれてこないわけですからね。しばらくして・もりもり食べるように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なりましたが、骨や歯が丈夫な子になるように」・摺って、あ寮りすきでない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小魚や牛乳をとるように注意しました。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bさん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「うちでは・貧血がひどくて入院させられた時は・毎日レバーを買って見獅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いに行っ効しました・そのほか・けがや繍にもずい分気をつか械匝。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏の暑い日に・ちょっと無理をして草とウなんかして・流産しそうになり入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院した時は、心配で毎日つとめの帰りに・病院によってはげましてやり嘘し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、階段や坂道を歩く時も・大きなわなかをしてころばないように、f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をかしてあげたりし蜜したし・運転なんかも、楽故を起こすと大変だから、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　させないようにして・私がのせてやって、送り迎えをしたりしました。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cさん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「そうでナねえ・胎教っていうのでしょうかね。いい音楽を聞きにいったり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レコードを買ってやったりして、やさしい子が生まれるように、いつもいら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いらさせ左いように気をつかいました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書た、生まれるころが近づいてぐると・名前をいろいろ考えましたね。木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を買ってきていろいろ調ぺたりして。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに・安産を祈って・柏崎の近ぐの『よなひめ神社』に澄まいりに行っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、お守りをもらってきたりしました。とにかく、五体満足の子が、ぶじに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生まれてくるように祈りました。」

図4　胎児のようす模式図　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5　一父親の声一

をしてくれたのだろうという追求へ向った時に提示した録音の内容を5図に示した。

　ここでは、母親だけでなく父親と自分は生まれる前から、かかわりがあったことを理解し、自分

宛の手紙の内容を更に深めていくことができた。母親だけでなく父親も栄養的な面で協力してくれ

たこと、命名の本を買ってきて調べてくれたこと、安産のお守りをもらってくれたこと、重い物を

持たせないようにしてくれたことなど、具体的なかかわりを理解していった。そして、父と母がい

ろいろな面でいたわり合って、自分の誕生を待っていてくれたことに気づいていった。

　（4）授業後の子どもの変容

　本時の学習をきっかけに、子どもは少しずつ自分の家庭生活を見直し改善しようとするようにな

ってきた。2次、3次と学習を進めていくうちに、自分の1日の生活をすべて洗い出し、今まで家

族の誰かにやってもらっていたことの代わりに自分で出来ることを見つけ出し、一人ひとりが1日

の生活プログラムを作成した。そして実行の仕方を自分なりに工夫する姿が見えてきた。1週間ず

つの実行表に○・×をつけようとする子、忘れてしまいそうだからといって、ポスターを作り目立

つ所へはった子、家族全員に宣言したから約束は破れないという子など、自分の家庭生活に合うよ

う各自工夫し努力して、「わたしの仕事」を実行に移していくようになった。

　今まで家庭の仕事は母親がやって当然であると考えていて、頼まれるからお手伝いをしてあげる

と考えていた子どもが、家族の一員として家庭の仕事を分担しようと考えを変えてきたのである。
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　教育の営みはその効果を即効的にしかも明確に判定することが困難であるという特性があるの

で、毎日の実践結果をくわしくデーターで示すことはできないが、5年生から生命の教材化を実践

しているS58年の6年生と、　S　57年の6年生の意識を比較した1部「男女の愛情・ことばの印

象」を図6に示した。

「男女の愛情」という言葉の印象から、「仲がよい」と感じた子どもが4．5％増加し、「いやらしい」

と感じていた子どもが、1年経過　　　　　　　　　0　　10　20　　30　40　50％

して42．8％から11．5％に減少し

た。「思いやり」「いたわり」は・　　　1すてき膜しい　　・…

S57年度の6年生より10．6％少な

いが、S57年度の5年生当時より　　2仲がよい　　鵠・’・’論’・°・・・・…．・

6．7％増加した。

　（5）授業参観者の感想　　　　　　3いやらしい　温’

　授業を参観した多数の先生方か

ら「人間の原点に立って子どもに　　4結婚゜家庭　　゜”°’

灘あ霜難灘纂5畳潮・一・一・・…
って生き生きと家族を話し、人の
　　　　　　　　　　一、由　一　　6あこがれ　’”
話に感動しながら、共に・い情的に

高まった。家族愛の表現の知識な

ども充分にふくらませることがで

きたのである。」と、いうような感

想が寄せられた。

7キス・セックス

8　そ　の　他

9無　　　答

口5牲伶57年度）

囲6年生（S58年度）

Eヨ6年生（s57年度）

　単元「毎日の食事を見直そう」

での実践6年1組　　　　　　　　　　　　　　　　図6　「男女の愛情」ことばの印象

1　学習指導要領の見直しと単元づくり

　家庭生活の中で親子を中心にした家族が互いに心を通わせる場として、食事を見直したり、成長

期にある自分の健康と結びつけて、食生活を見直し実践に結びつきやすいような単元づくりをし、

指導内容を図7に示した。

　（1）単元の目標

　バランスのとれた栄養と健康の関係に着目させ、米とみその調理特性や栄養的特質を考えて組み

合わせる食事のとり方を理解させ自分でも健康を考えた食事を整えようとする意欲を持たせる。

　（2）指導計画

　第1次米をご飯に変身させよう……5時間

　第2次香りと味のよいみそ汁の秘密をさぐろう……2時間

　第3次　ご飯とみそ汁の調理計画を立て実習しよう……3時間

　第4次　健康を考え毎日の食事の見直しをしよう……4時間…本時3／4時

　子ども達の最も身近な食品である米飯とみそ汁をとりあげることは、実践の必然性の少ない子ど

もに問題の気づきや興味を喚起させることができるからであった。また、毎日の副食へも関心がい

き栄養面や食品の安全性だけでなく、自分達の好きな食べ物があごの骨の成長と歯並びへ影響する

ことに気づいていくようになり、そして、健康的な食生活に目を向けることができると考えた。第
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バランスのとれた栄養と健康に着目させ・米とみその調理特性や栄養的特質を考えて、組み
合わせる食事のとり方を理解させ・自分でも健康を考えた食事を整えようとする意欲を持た
せる。

1

よくかむ必要のある食物を食べた方がよい できるだけ自然な食品を食べた方がよい 1

よくかまないとあごが発達せず歯のアーチに凄さまらない歯が出てく 安全な食物がよい

よく食べている物や好きな物にはやわらかいもの
ｪ多くかまないで飲みこめる

1

　毎
@日
@の
@食
@事
@調
QべP藷呈

　心
@が
ｨ・こ

ﾓも
ｭ　っ

､　て
ﾌ　い

ｰ左
ｫい
ﾜの味

　調

@理
@奮

他の食品で補えぱ栄養は

S配ないのでは左いか

歯医者の話
i歯並びや不正こう

≡ｽいからいげ左い
@）

一　毎

@日

@の

@食

@事

@を

@見

@直

@そ

@う

@と

@す

@る

@構

@え一

　＿一＿栄な病な骨養

沂Cど・が
閧ﾉ｝体と
ﾉな　をれ
ｭり　作な

轤竅@れい
@す　な
@い　　い

　　＿し残
｢く心むす
ｩれを　と
轤ｽこ　於』物め　母

@をて　さ
@食作　ん
@べっ　が
@なて　悲

　　＿ン栄
ﾈて嫌ス養
｢いいがが一

@るなと片
@栄物れよ
@養になる
@が含い、
@とま　バ
@れれ　　ラ

　食
c費
ｵが
ｽ無
ｨ駄
�ﾉ
ｷな
ﾄる

ｫ

つ人
ｫに
№ﾈ
｢る
ｪと
ﾅ困
ｫる
ﾈ↓

健自

N分
ﾆの
巨H
ﾑ生
ﾂ活
ｯを
ﾄ見
lつ
ｦめ
謔ﾄ
､疑
ﾆ問
ｷや
髢ｵ
¥盾
ｦに
@つ
@い
@て
@友
@だ
@ち
@の
@見
@方　●

@考
@え
@方
@と
@比
@較
@し
@な
@が
@ら
@考
@え
@、

つつみ紙を集めて調べて
ﾝよう

なぜ好き嫌いがあると

｢けないのだろう

インスタント食品、加工食品、冷

?H品はほんとうによくないのか

自分で気をつけたり・

ﾆ族で話し合勘う

みんなの

竭闔

ｩ分の 問題

嫌いな物を

Hべないで

cす

お・やつを食べ

ｷぎて食事を
ｭししか食べ
ﾈい

インスタント

堰[メンをよ

ｭ食べる

好きな物はた

ｭさん食ぺ過

ｬる

ねぼうして朝

Hをぬく時が

テレビを見左

ｪら食ぺる

s儀が悪い

はしの持ち

福ｪよくな

｢

食事を作っている人がしていること

栄養のある

H品を選ぼ
､

インスタン

g食品を使

墲ﾈい

新鮮な材料

�g語う

料理の本を

ｩたり、同

ｶ物を作ら

ｶいように

ｷる

小さく切っ

ｽりして調

摶@を工夫

ｷる

出かける時

ﾔや帰宅時

ﾔから逆算

ｵて作って

｢る

楽しぐ話し

№｢ながら

Hべよう

店に行って

ｳがしたり

L告をみて

ヵｨする

食事を作っ

ﾄいる人の

閧｢

健康に育っ

ﾄほしい

食欲が増す

謔､に

好き嫌いをな

ｭしてもら診

､

食事時間を考

ｦて作ろう

楽しく食べて

烽轤ﾞう

なるべく安く

ﾄおいしい物

�??､

ごはんやみそ汁に組み合わせる食事を作る人は、どんな願いでどんなふうに作っているのか

@　　　　　　　　　　　　（毎日食事を作ってぐれる人）

図8　6年1組「毎日の食事を見直そう」〈第4次の追求構造〉
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4次の追求構造図を図8に示した。

2　児童の追求のようすから生命の教材化の工夫

　本時の目標は「自分達の好きな食物の調理法と歯の働きに着目させ、バランスのとれた栄養を揃

えても軟かい食物ばかりだと歯のアーチにおさまらない歯や、かみ合わない歯になることを理解さ

せ、よくかむ必要のある食物を必ず食べるように食生活を見直すことができる。」とした。

　本時の展開の中に生命の教材を具体化して実践していくことを計画し、

　第1分節はやわらかい食物は、よくかまないでよいことに着目させ、歯がきちんと並ばなくなる

のはかむことに関係あるかどうか調べてみたい動きとなると予想した。

　第2分節は「かみにくさの違う食物の実物で、かむ回数とあごの動き方を調べ、やわらかい物ば

かり食べているとあごが発達しないことに気づいていく。しかし、かまないことが顎骨の発達に影

響し、歯のアーチを小さくし、歯の咬合や歯並びを悪くすることへの気づきはできない。そこで「食

事と子どもの健康のVTR」を提示することにより、好きな食物と歯の咬合や歯並びの悪さが結び

つき、人問の健康に深くかかわるという追求が深められていった。

　第3分節は「食事の見直しカード」で自分達の好きな食物にはやわらかい物が多いから、かみに

くい食物をつけ加える必要があるという見直しをし実践へ結びつけていく。

3　授業の実際と考察

　（1）かみにくさの違う食物の実物

提示

　子どもの追求が実際に調べてみた

い方向へむいた時に、かみにくさの

違う食物の実物を提示した。

提示した実物4人分を図9に示し

た。実験食、ハンバーグ、キャベツ、

カレー、リンゴ。実験用具として、

1鏡、2おしぼり、3スプーン、4

はし、5ようじを準備した。

　子どもは、ハンバーグ1切18回、

生キャベツひと箸31回、カレー1ス

フーン10回、リンゴ1切21回と実際

　　　　　5．ようじ

歯の模型　　　　・・一グ　　　キ・ベツ

。　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9　提示した実物一4人分一

に食べてみて、かむ回数と鏡を見てのあごの動き方の違いから、

かみにくい食物はあごがよく動くことを体得していくことがで

きた。実験している子どものようすを写真2に示した。子ども

達は生キャベツをかんでみて飲み込むまで意外にあごを使い、

かむ回数が多いことに驚き、興味をもって取り組んでいた。

　（2）食事と子どもの健康のVTRの提示

　子どもの追求では解決できない歯のアーチへの気づきをVT

譲灘　織　嚇　“おはよう蜴・で数國・渡倣映されたものの中から6分を

鯉麟難こ篭工繋臨鷺重議樹獅鱗難畠
　写真2実験をしている子ども達　が並びきれなくなるいくつかの例を、映像でとらえさせた事は
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効果的であった。しかし、映像はその場で消えて

しまうので、図9に示した歯の模型であごの発達

と歯並びの関係を再確認させた。

　（3）食事の見直しカード

　栄養のバランスがとれていても、かみにくく、

あごを上く動かす食物を付加する必要があるとい

う気づきから、自分の好きな献立を見直し、よく

かまなければならない食物を付加していった。食

物をかむという学習は、その晩の食事からさっそ

く実践に結びつき、深まっていくと思われた。

　毎日の食事は人間にとって不可欠なものであ

り、日々の望ましい食事の蓄積こそが健康生活に

つながり、人間が生きのびるために食物と歯の関

係が大切であることを知り、家族に食物の調理法

について要求を出すようになった。

　（4）授業参観者の感想より抜すい

　Y先生は「食事を見直すといえば短絡的にすぐ

栄養面で片よりがないかを考えさせれば良いのだ

と考えてしまいます。しかし、現実の子どもの問

題としては栄養不足より過食が問題であり、子ど

カレーのメニュー

カレー

　　　妹にもお

@　や　　　小二L

　　　　おもに　　　六　　　　　　　か　　　　肉　　　　り　　　　　　　　た

矧こ六つの食品群動。もお
　カ　　　　　　　　　　　や　　ノ、一
肉　　リ　　　　　　カ　／ほ

軋亀　　ξ

　　じ　　　る　　　　　　　　　　　　　ね
　　ん　　え　　　　　　　　　　お　　ぎ
。た。調，を整 @　　も・か。たの

つけ加えたわけ

図10　食事の見直しカード

も達がよく食べ、しかも好きな副食物がほとんどかまずに食べられる物であるために、口腔が正常

に発達しないことである。これを今子ども達に考えさせるべきことであるととらえておられました。

こうした授業者の『子どもが生きていくためにどうすればいいのかに目を向けて、教材作りを心が

けている』という考えと、斬新な単元構成に深い感動を覚えました。家庭科の知識や技能を中核に

すえた狭い意味での生きて働く力しか考えてこなかった私は、いま子どもに何を学ばせることが大

切なのかを広い視野から考え、単元構成をしていくことの重要さを痛切に感じさせられました。」

　（5）授業者の感想

　家庭科の学習は家族という人間関係をすべての学習の土台にしながら、自分の生活のあり方をと

らえ生活の基本にかかわる衣・食・住などの理解を深め、家族と協力して生活をよりよくできる方

向を求め続け実践しようとする子どもをめざしている。

　そのために試行錯誤のくり返しのような指導であったが、いろいろな家庭生活の中に営まれてい

る人間関係を大切にして授業を進めてきた。高度成長の社会の中で営まれている家庭生活において

は「もの」を中心とする生活の合理化・便利化がはかられており、人間としての大切な「心」の充

実が忘れられている傾向が見られる。「心」の充実をはかり、家庭科で学習したことが教室の中だけ

で終わることなく、学校生活や家庭生活の中で生かされていくようにしたい。

　以上の授業実践について著者らは相当な日時をかけて教材研究をし、『子どもたちの心をゆさぶ

る』授業をすることができたと確信したので、この2単元の授業実践例を「教育実践研究・小学校

家庭の授業」で報告し、受講生が将来教育実習をする際の児童理解の一助とした。S．57年度、58年

度2年次教育実習「教育実践研究・小学校家庭の授業」の授業案を表3に示した。受講生の反応・

評価は第5報でのべる。
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　　4．　まとめ

　小学校家庭科における性や生命に関する概念の教育・教材化の授業実践を「住居・家族」と「食

物」の2領域2単元について試みた結果、

　1）現在の家族とのかかわりを見直したとき子どもと母親とのかかわりは深いことに気づくが、

父親とのかかわりはほとんどわからなかった。

　2）　「わたしがお母さんのおなかの中にいたときの家族とのかかわり」という1時間の授業を受

けることによって、子どもは父親とのかかわりをより明確に知ることができた。

　3）母と父と家族の認識は、家庭の仕事の役割・分担への意識の高揚に役立った。

　4）　「かみにくさの違う食物とあごのアーチと歯並び」の授業を1時間受けることによって子ど

もは、ヒトが生きのびるために食物と歯の関係が大切であることを知り、家族に食物の調理法につ

いて要求を出すようになった。

　5）　授業参観者の声

　・生きていくために必要な実験、そして実践に結びつけていける授業であった。

　・子どもが生きていくためにどうすればいいのかに目を向けた教材作りの斬新さに感動した。

　6）授業実践について著者らは相当な日時をかけて教材研究をし、子どもたちの心をゆさぶる授

業をすることができたと確信したので、この2単元の授業実践例を教育実践研究「小学校家庭の授

業」で報告し、受講生の児童理解の一助とした。
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